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【事業の概要】 

実施主体  ：特定非営利活動法人 発達サポートネット バオバブの樹  設立：平成 20年 

       理事長: 山口 奈巳 担当者：同左  会員数：81世帯（平成 25年 10月時点） 

       所在地：〒253-0056  茅ヶ崎市共恵 1-8-18 神崎ビル 301 

       TEL 080-1984-0981     FAX：なし 

       （E-mailアドレス）： baobab_chigasaki@yahoo.co.jp 

HP http://www.geocities.jp/baobab_chigasaki/ 

実施年度  ：平成 22年度～24年度 

総事業費  ：10,989,661円  うち補助金交付額：3,303,000円 

平成 22年度決算額  事業費：2,739,839円 うち補助金交付額：1,361,000円 

平成 23年度決算額  事業費：4,058,171円 うち補助金交付額：  942,000円 

平成 24年度決算額  事業費：4,191,651円 うち補助金交付額：1,000,000円 

事業内容  ： 目に見えない発達障がいをもつ子どもたちとその親御さんへの支援を、後述の４つの事

業を柱に行い、子どもたちと親御さんたちが生き易くなる地域社会にしていくことを目指しています。

事業実施実績： 

① 親のネットワーク おしゃべり会：月に一度、金曜日の午前中  季節の親子イベント：年３回 

② ことばと読み書き すーふ アセスメントに基づいた個別とグループ療育。学校との連携も行う。 

③ 羊の樹（思春期グループ）月に１度、臨床心理士の支援のもと、療育的なグループ活動を行う。 

④ こどもの応援団になろう！講座 年に４回、県内のこどもに関わる人々を対象とした啓発講座を行

う。 

 

 

多文化まちづくり工房 県（公共住宅課・住宅営繕事務所） 県（国際課） 

 

・（入居説明会事業） 

自治会との調整、説明資料作

成、説明会の実施、記録作成 

 

・（入居サポート事業） 

通訳確保、相談受付・対応、記

録作成 

 

・（情報発信事業） 

自治会との調整、情報冊子の作

成・配布 

 

・（マニュアル作成等事業） 

マニュアル作成 等 

 

・上記事業のとりまとめ 

 

 

・自治会との連絡調整 

 

・住宅関連情報の提供 

 

・書類記載方法の指導 

 

・説明者・相談者研修の実施等

支援 

 

・説明会・相談企画等協力 

【事業の概要】 

事  業  名：県営いちょう団地在住の外国籍住民に対する包活的入居サポート事業 

実 施 主 体：多文化まちづくり工房（任意団体）  活動開始：平成 12年１月 

        代表者：早川 秀樹    担当者：同左 会員数：63名 （平成 25年 12月時点）

        所在地：〒245-0018 横浜市泉区上飯田町 3173 メイプレ中和田２Ａ 

        TEL/FAX：045-805-4323   E-mail: tmkobo@gmail.com 

  HP http://www.tmkobo.com/ 

県民局くらし県民部国際課、県土整備局建築住宅部公共住宅課、住宅営繕事務所 

実 施 年 度： 平成 20年度～24年度 

総 事 業 費： 27,381,385円（５年間）  うち負担金交付額：24,225,000円（５年間） 

事 業 内 容： 県営いちょう団地に入居したばかりの外国籍住民等に対し、各種手続き等に関して母

国語による情報提供を行う。 

実 施 実 績： 

○ 母国語による入居説明会     ５年間で９回開催 

○ 母国語による入居サポート事業  ５年間で 4770回 

○ 母国語による県営住宅入居マニュアルおよび事例集作成事業  毎年度作成 

○ 母国語による情報発信事業    毎月ほぼ２回発行 

【団体と神奈川県との役割分担】 （平成 24年度の協定書から）

協働の相手方：
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       所在地：〒253-0056  茅ヶ崎市共恵 1-8-18 神崎ビル 301 

       TEL 080-1984-0981     FAX：なし 

       （E-mailアドレス）： baobab_chigasaki@yahoo.co.jp 

HP http://www.geocities.jp/baobab_chigasaki/ 

実施年度  ：平成 22年度～24年度 

総事業費  ：10,989,661円  うち補助金交付額：3,303,000円 

平成 22年度決算額  事業費：2,739,839円 うち補助金交付額：1,361,000円 

平成 23年度決算額  事業費：4,058,171円 うち補助金交付額：  942,000円 

平成 24年度決算額  事業費：4,191,651円 うち補助金交付額：1,000,000円 

事業内容  ： 目に見えない発達障がいをもつ子どもたちとその親御さんへの支援を、後述の４つの事

業を柱に行い、子どもたちと親御さんたちが生き易くなる地域社会にしていくことを目指しています。

事業実施実績： 

① 親のネットワーク おしゃべり会：月に一度、金曜日の午前中  季節の親子イベント：年３回 

② ことばと読み書き すーふ アセスメントに基づいた個別とグループ療育。学校との連携も行う。 
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【事業の実績・成果】 

 

 平成２２年度  総事業費  1,813,589円   うち補助金交付額  850,000円 

調査研究事業  神奈川県内の高校におけるボランティアに対する教育方針、ボランティア教育の

実態とニーズを把握することを目的として、アンケート・ヒアリング調査を通じて、１９校の

実態・ニーズを把握した。 

ＮＰＯ見本市  中学校１校、高校１校で実施。のべ 22のＮＰＯ団体の活動を紹介した。 

 

 

 平成２３年度  総事業費  1,202,426円   うち補助金交付額  600,000円 

ＮＰＯ見本市  中学校１校、高校１校、その他１回実施。のべ 57のＮＰＯ団体の活動を紹介した。

インターンシップ  ９件のコーディネート 

 

 

 平成２４年度  総事業費  1,598,806円   うち補助金交付額  600,000円 

ボランティア情報誌の発行  県内の中学～大学（41校）を含む、全 187件に設置・配布 

ＮＰＯ見本市  中学校１校、高校１校、その他５回実施。のべ 59のＮＰＯ団体の活動を紹介した。

インターンシップ  53件のコーディネート 

 

（注）ここでは、補助金実績報告書に記載のあった事項についてのみ記載しているが、この他、ボランティア講座等の実施や

平成 23年度にもボランティア情報誌の発行が行われている。 

 

 

    

 

 

       

【事業の概要】 

実施主体  ：特定非営利活動法人 藤沢市市民活動推進連絡会  

活動開始：平成 10年 12月   法人設立：平成 13年 3月 

       代表者：安 咸子  担当者：竹中 翔子   会員数：40（平成 25年 10月時点） 

       住所：〒251-0052 藤沢市藤沢５７７番地寿ビル３０１号室 

       TEL 0466-54-4510   FAX：0466-54-4516 

E-mail: f-npoc@shonanfujisawa.com 

 HP  http://npocafe.f-npon.jp/ 
実施年度  ：平成 22年度～24年度 

総事業費  ：4,614,821円（３年間）  うち補助金交付額：2,050,000円（３年間） 

事業内容  ：（目的） 中高生がボランタリー活動を知り、関わりをもつことで、社会問題について目を

向けるきっかけを提供し、社会と関わる力を育てる。 

（概要） 高校、中学あるいは地域イベントにおいて多様な分野の活動団体がブース展示を

行う「ＮＰＯ見本市」を開催する。また、ボランティア情報誌の発行や生徒たちのボラン

ティア体験の場を提供する。 

実施実績：（１）調査研究事業  藤沢市周辺の学校を対象に、ボランティア教育について調査 

（平成 22年度） 

（２）ＮＰＯ見本市  12回開催（平成 22～24年度） 

（３）ボランティア情報誌の発行  56,000部発行  187箇所に配布（平成 24年度） 

 

（右）ＮＰＯ見本市

の様子　→

（左）ボランティア体験

（インターン）の様子

←
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 平成２３年度  総事業費  1,202,426円   うち補助金交付額  600,000円 

ＮＰＯ見本市  中学校１校、高校１校、その他１回実施。のべ 57のＮＰＯ団体の活動を紹介した。

インターンシップ  ９件のコーディネート 

 

 

 平成２４年度  総事業費  1,598,806円   うち補助金交付額  600,000円 

ボランティア情報誌の発行  県内の中学～大学（41校）を含む、全 187件に設置・配布 

ＮＰＯ見本市  中学校１校、高校１校、その他５回実施。のべ 59のＮＰＯ団体の活動を紹介した。
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（注）ここでは、補助金実績報告書に記載のあった事項についてのみ記載しているが、この他、ボランティア講座等の実施や

平成 23年度にもボランティア情報誌の発行が行われている。 
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【事業の概要】 

実施主体  ：特定非営利活動法人 ＲＤＡ横浜  設立：平成 8年 1月 

       理事長: 竹中 祐介  担当者：森 恒雄  会員数：87名（平成 25年 5月時点） 

       所在地：〒234-0054 横浜市港南区港南台 7-25-10 

       TEL 080-5382-9188     FAX：無し 

       (E-mail)　info@rda-yokohama.jp   HP　http://www.rda-yokoh ama.jp/  

実施年度  ：平成 22年度～24年度 

総事業費  ：15,336,807円  うち補助金交付額：5,280,000円 

事業内容  ：   

 障がい者を対象にした定期的な乗馬会を通して、障がい者や活動に関わる人々がその素晴らしさや楽し

さを経験し、自信や積極性を身につけ、日常生活の質の向上や余暇活動の充実につなげていく。また、障

がい者乗馬普及・啓発のために講演会を開催するなどしていく。 

事業実施実績： 

① 定期乗馬会の開催  平成 22年度   平成 23年度    平成 24年度 

         レッスン回数  :   237回            240回             255回 

 ② 障がい者乗馬の普及・啓発とネットワークの構築 

  普及・啓発のための一般向け講演会の実施 

  平成 23年度 2回開催 7月 31日（かながわ県民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ：7名）、11月 23日（かながわ県民

活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝﾀｰ：10名） 

  平成 24年度 2回開催 8月 26日（県立ｽﾎﾟｰﾂ会館：15名）、11月 23日（かながわ県民活動ｻﾎﾟｰﾄｾﾝ

ﾀｰ：4名） 
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